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移民研究を通して日本の未来の選択肢を提案するプロジェクト
A future vision of Japan based on the study of immigration

本格的な多文化共生社会の到来により、私たちは国際問題と国
内課題を一体的に取り扱わなければならない。共生社会に生じる課
題や困難を克服し、この国を世界の人々が共に生きる豊かな場所と
して発展させる必要がある。

この目的のため、国を超え人々が移り住む国際社会の重要側面
である「移民」に焦点を当て、‟安全に、幸せに暮らす‟という生活に

根ざした視点から国際問題の諸相に迫るとともに、国内問題に視点
を移し、この国の可能性、役割ニーズ等を取り出し、未来の選択肢
を提案し、社会に発信することを目的とする。

EU共通移民政策の発展とフランス移民の変容
―家族再統合指令の受容に関する分析―

東京大学大学院総合文化研究科 植村 充氏
≪主な移民政策≫
1998年 ジュベーヌマン法 2003年 EU家族再統合指令
2006年 サルコジ法２ これらにより家族統合移民の減少

≪課題≫
移民にどこまで干渉した制度を制定し、制限的な移民政策を減
少させることができるか

統合コース特別プログラムから見るドイツにおける今後の移民政策
―難民出身者が受講する女性向け・アルファベットコースについての報告―

佐野 敦子氏
≪統合コースとは≫

・言語教育（ドイツ語を設定されたレベルまで学習）
・オリエンテーションコース（ドイツ社会について学ぶ）

≪課題≫
ドイツの統合プログラムがほかの国、例えば日本での
移民政策に有効かどうか考察する。

出発点
人はなぜ国を越えて移り住むのか。
生きる場所としての自分の周りの環境を見つめなおす。

発信
提案 「日本の選択」
世界の人々が共に生きる場所を目指して

国内問題の学習・研究
移民マップの作成

海外交流

ドミニカ共和国 移出

第１位 アメリカ合衆国
・過去にアメリカが占領
・安定した職や収入を求めて
・野球移民

第２位 スペイン
・過去にスペインの植民地
・暮らしやすい風土

第３位 イタリア
・宗教的・文化的な共通点

ドミニカ共和国 移入

第1位 ハイチ
・地理的要因
・野菜や果物を売るため

第３位 アメリカ合衆国
・移動手段が多い
・リゾート開発

第４位 ペルー
・出稼ぎの送り出し先として

カンボジア王国 移出

第１位 タイ
・タイの経済成長
・地理的要因
・高い収入を求めて

第２位 アメリカ合衆国
・移民制限の撤廃
・インドシナ難民の受け入れ
・家族・親族の流入

第５位 フランス
・過去にフランスの植民地
・言語的な特徴
・フランスの雇用状況

カンボジア王国 移入

移入は少数
・経済状況
・産業構造
・他の東南アジア諸国に

おける移民政策の影響

ドイツ 移出

第３位 スイス
・ドイツの失業率
・スイスフランの魅力
・共通の言語

第４位 スペイン
・経済危機による移民政策
・ドイツの失業率

第５位 オーストリア
・安価な労働力の需要
・オーストリアの言語
・地理的要因

ドイツ 移入

第２位 カザフスタン
・歴史的背景
・カザフスタンの政治体制
・高いインフレ率

第３位 トルコ
・ドイツ国内の労働力の

需要
・労働者派遣協定

第５位 セルビア
・ドイツとの経済格差
・失業率の増加

THE GLOBAL FLOW OF PEOPLE http://www.global-migration.info/


